
 

今回のセミナーでは、本事業の若手派遣研究者である藤本大士（ふじもとひろし）氏に報告をしていただきます。 

藤本氏はこれまで、近世～近代移行期のアメリカ人医療宣教師に注目し、彼らがどのように日本に西洋医学とキ

リスト教を広めたかを分析してきました。今回、イェール大学への派遣にあたり、研究対象を移し、日本人医師が外

国人医療宣教師から学んだ西洋医学とキリスト教の受容と宣教について、日本の地域固有の文脈を踏まえ解明し

ていく予定です。本報告では、報告者のこれまでの研究に基づき、近代日本におけるアメリカ人医療宣教師の活動

を概観し、今後の研究課題である、同時代の日本人クリスチャン医師による活動について論じていただきます。 

近世～近代移行期の医学史・キリスト教史や社会史に関心のある皆さまのご参加をお待ちしています。 

 

 
 
【中央：聖路加国際病院(https://commons.wikimedia.org/wiki/Category:St._Luke_Hospital_Tokyo #/media/File:StLuke Tokyo3.jpg） 
右上：神戸居留地 https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E5%B1%85%E7%95%99%E5%9C%B0#/ 

media/File:Foreign_Settlement_in_Kobe.JPG)、左下：雑誌 Spirit of Missions（1924 年）表紙(藤本大士氏撮影)】 
 

 

連絡・問い合わせ先 

国際的な活躍が期待できる研究者の育成事業「周縁的社会集団と近代」事務局 

佐賀 朝（UCRC 所長・文学研究科教授）  E-mail：CYI03126@nifty.ne.jp

 


